
 
 

 
 
 
 
 
 

「もしも」に備えて ～引き渡し訓練～ 
５月３１日（金）の「引き渡し訓練」では大変お世話になりました。 
多くの保護者の皆様に参加していただき、万が一に備えて、とても有意義な訓練

を行うことができました。 
（５月は、熊の目撃情報や大雨・強風注意報の発令などがあり、保護者の皆様には、お忙しい中子ども

達の送り迎えにご協力をいただきましたが、今回の訓練においても、時間を割いてご参加・ご協力いただ

いたことに、改めて感謝申し上げます） 

 
 今回の訓練では、以下の点をポイントに確認していきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「引き渡し」の機会は無いにこしたことはありません。 
 ただ、いついかなる時でも、冷静に落ち着いて自分の命を守る行動をとることが
できるよう、日頃から、心構えをもっておくことは大切だと思います。 

  ※自分の命を自分で守る「自助」はもちろん、「共助／互助」「公助」といった考えにも広げていきたいです。 

今回の訓練が「命」について考える機会になっているととても嬉しいです。 
 

 ６年生の授業の様子から ～考えを聞かせてください～ 
 ６年生は国語科の学習でインタビュー
をもとに、考えを広げ、深める学習をして
います。 
学習を進める中で、渋川小の良さにつ

いても考える姿が見られました。 
素敵な考えが出されていたので紹介し

ます。 

教育目標 「心豊かで、たくましく生きる児童の育成」 ～よく学ぶ子 思いやりのある子 たくましい子～ 
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かしの木  

渋川小の良さとして大事にしたい

のは「あいさつ」と「仲の良さ」です。

下の学年に引き継いでいけるよう、６

年生が率先して行動に移し、全校生

に働きかけていきましょう。 

【児童】 
・待機場所の確認 と 待機の仕方 
・迎えの呼び出しから引き渡しまでの実際の流れ 

【教職員】 
・それぞれの役割 と 実際の連携 

・メール連絡から実際の引き渡しまでの流れ 
【保護者】 
・「校舎裏側 
→職員玄関前（引き渡し）→旧４号へ」の流れ 

  ・自動車での迎え と 歩きでの迎え の対応 
  ・「氏名・児童名」をもとにした引き渡し方法の確認 



〈渋川コミュニティ・スクール〉 －保護者のみなさんとの連携－ 

６月１日（土）は、お忙しい中、早朝より【奉仕作業、危険箇所点検】にご協力い
ただきましてありがとうございました。 
 ここ数日の陽気のせいもあってか、学校周りの雑草がかなり育ち（しかもかなり
の広範囲に渡っていたため）、学校だけで除草作業を進めるのは難しく感じていま
した。 
 
 １時間という限られた時間の中でしたが、保護者のみなさんの力は圧倒的！ 
見る見るうちに草が少なくなり、あっという間に綺麗な校庭になりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 奉仕作業後は、評議員のみなさんの協力を得て、地区内の危険箇所の点検と看板
立てを行っていただきました。 
 
６月１５日（土）には資源回収を行う予定です。また、ご協力いただくようにな

りますがどうぞよろしくお願いします。 
 

校長の独り言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「今朝は朝ご飯は何を食べてきたの？ ご飯？ パン？」 

「明日は土日でお休みだね。何が楽しみ？ おっ、友達と一緒に遊ぶの？ いいねぇ！」 

そんなたわいもない話を、朝、登校する子ども達とするのが楽しみです。 

 

先週、ある男の子の様子がなんとなくいつもと違った感じがして、ちょっと気になりました。 

「元気？」 声をかけてみると…。 握りしめた左手をそっと差し出してきました。 

（あっ、転んで手の平をケガしちゃったのかな？）と一瞬思いましたが、男の子がゆっくり静かに広

げた手の平にあったのは１００円玉…。  緑の募金に出す１００円玉でした。 

（落とすと大変だから、ランドセルに入れて持ってきた方が良かったんじゃないかな…）と、また一瞬思

いましたが、大事に大事に握りしめられた１００円玉、そして、その１００円玉を握りしめな

がら登校してきた男の子の思いを考えると、なんだかとてもほっこりとした嬉しい気持ちにな

りました。「募金者の善意」とはよく言いますが、そこにはこうした純真な子ども達の気持ち

や思いも込められているということを、募金を集める私たちは決して忘れてはいけないと思っ

た一コマでした。（もちろんそれを使う人達も決して忘れてはいけません） 

※黙々と作業を進めていただきました。早朝にも関わらず、子ども達も
応援にかけつけてくれて、一生懸命、草むしりをしてくれました。 


